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　アメリカにおいては市や町ごとに異なる教育があるといわれる。それゆえ，アメリカ全土で創造性教育が現在どのように展開されているかを知ることは容易ではない。まず，科学的な創造性研究・教育の発祥についての歴史を手短に述べ，現在のアメリカで展開されている創造性教育の一端をまとめることにする。
　国の建設が西部開拓から始まったこの国においては，人間の能力の中で創造性は特別な位置を占めている。社会基盤の未発達な開拓地においては，創造的であることがさまざまな困難を乗り越えさせ，豊かさと生み出す原動力として働いたことによるであろう。それゆえ，創造的であることは学校や社会においてプラスに評価され，高い価値が与えられている。それにもかかわらず，創造性が科学的に研究され，それが教育に応用されるようになったのは比較的最近のことである。
（１）初期の創造性教育
現在に続く創造性研究・教育の歴史は1950年にアメリカの心理学会会長となったギルフォードの講演から始まる。ギルフォードは産業，政府，教育さらには芸術や科学の領域において，創造的能力が大切なことを力説した。当時の教育は，子どものもつ創造性を十分に開花させてはいなかったのである。ギルフォードの創造性研究は，第二次世界大戦中に緊急事態に臨機応変に対応できるパイロットの弁別を依頼され，「収束的思考」に深く関与した「知能」とは別に，緊急事態に臨機応変に対応できる「拡散的思考」に深く関与した「創造性」が人間の知性の中に存在することを理論的・実証的に明らかにしたところから始まる。その後，ギルフォードの影響下に，創造性研究・教育に関するたくさんの本や雑誌や論文が刊行されてきた。
　アメリカの創造性研究・教育においてE.P.トーランスも先導的役割を果たした。彼は工夫を凝らして「Torrance Test of Creative Thinking」を完成させ，永い時間をかけてそのテストの予測的妥当性と信頼性を検討した。そして小学校時代の創造性テスト得点とその人の創造的業績数，高校卒業後の創造的業績，人生における創造的スタイル，最高の創造的な３つの産物の間に，0.5前後の高い相関のあることを見いだした。また創造性育成アイデアブックも多数開発して，創造性の育成を行っている。そして適切な教育を施こせば小学4年で見られる創造性の衰退を克服することができることも確認している。彼および彼の共同研究者との創造性研究・教育の数は2000点を超える膨大なものであり，創造的パーソナリティ，創造性の発達，創造性抑制の諸問題，創造者へのカウンセリング方法等々の諸分野に及ぶ。日本を訪れ，日本人の創造性や，創造性教育についても考察をすすめている。
（２）現在の大学・大学院の創造性教育

アメリカの大学では多くの大学が創造性の教育を実施している。ハーバード大学教育大学院には，H.ガードナーをトップとするProject Zeroという研究グループがあって，1967年の創立以来，子どもや大人の学習過程の発達を研究している。この研究を通じて，反省的で独立的な学習者，すなわち学問を深く理解しクリティカルかつクリエーティブな学習者の育成を目指している。ハーバード大学の修士コースにもう一つ，クリティカル・クリエィティブコースがある。教育，哲学，心理学，科学教育，数学教育等の多分野のスタッフで構成されている。学生は学際的に学ぶ中で，クリティカルおよびクリエーティブな思考を伸ばすことができるようになっている。
　ニューヨーク州立大バファローカレッジ校にも，創造性教育の修士課程がある（香川,2005）。ここで学生はa)創造性の基礎，b)創造的問題解決（CPS）とファシリティション，c)創造性研究の発展，の分野を講義，演習，グループディスカッション，等を通じて学習を進める。a)では創造的人格について学び，学生自らの創造性を高め，創造性教育を円滑に行うための基礎知識を身につける。さらにシネクティクスや水平思考法などの創造性育成技法についても学ぶ。b)のCPSは当校の最も重要な創造性育成法である。A.オズボーンによって開始されたCPSは種々の改良を加えられてR.ファイアステイン博士らによって現在も受け継がれている。その内容は，①問題に関係する状況を把握する，②問題に関する情報の収集，③問題・挑戦問題を見つける，④解決策の推敲，⑤解決策の具体化，そして⑥解決策の認知の6段階から構成されている。c)では，創造性に関する研究や知識を深めること目的としている。
　トーランス博士が研究拠点としたジョージア大学には，創造性教育学科（ギフティド教育を含む）がある。この学科は教育心理学部内の専攻の一つである。この学科は修士課程，専門課程と博士課程を持っている。修士課程には２種類あり，研究を中心として博士課程に進む課程と研究よりも実践での経験を得ることに重きを置く教育修士課程（教育修士号が取得できる）に分かれる。専門課程は修士号取得者を対象に，スキルアップを目的としている。教育修士課程は子どもの創造性教育に携わる人の研修の場となっているので，そこのカリキュラムを見てみる。まず，学部内の必修として「人間の発達・教育」「教育における理解・思考」「モチベーション」「研究法」「測定法」があり，学科内の必修の科目として「研究セミナー」「才能・創造性の測定法」「才能保持者の性格」「ギフティド・エデュケーションのためのカリキュラム作成」「ギフティドのための教材・レジュメの作成」「創造性:指導法と問題解決法」「教育実習」がある。他に，選択科目を加えて，創造性教育を現実に展開できる力量形成を行っている。
（３）現在の小・中・高等学校の創造性教育

アメリカの大学や大学院，さらには様々なワークショップにおいて創造性教育や創造的問題解決法について深く学んだ教師たちは，教室において進んだ創造性教育を展開する。宗吉（2005）によると，教室ではブレインストーミング（BS）がよく用いられるという。彼は，ニューヨーク州内のプライマリースクールとセカンダリースクール(小・中・高等学校)で教えている教師にアンケート調査をした。ニューヨーク州立大学バッファローカレッジ校｢創造性｣修士課程を修了している教師たちである。

　「どのように創造的な授業を行っているか」の問いに，95％(21人)の教師がブレインストーミング(以下ＢＳ)を授業で頻繁に活用していると答えた。ＢＳは考えを発想するさいに使われる思考技法である。60年以上前にアレックス・オズボーンによって作り出された。考えを発想している間は，少なくとも次の4つのガイドラインに従うことが要求される。それらは｢量を多く！｣｢評価はあとで！｣｢奇抜な発想もＯＫ！｣｢考えを組み合わせよう！｣である。これらのガイドラインに従いつつ，一定時間のうちに考えを発想していく技法である。

　宗吉の調査は地域や回答数がごく限られているうえ，回答者も｢創造性｣修士課程を卒業した教師たちと偏っている。しかしながら，アメリカの小・中・高等学校で現在進行中の｢生の｣創造性教育の一部を切り取っている。教師たちは，自分達もBSの四つのガイドラインを実践しながら，生徒たちにそれらに沿ったBSを日常的に活用させている。そして，彼らは自分たちの教室内には創造的な環境が作り出されているという認識を持っている。BSはアイデアを出す発想法としてだけでなく，ここでは創造的な環境を作り出し維持する手段としての役割も担っているようである。また，単なる講義に終わらず，生徒たちが自分の創造性や考えを自由に探索できる魅力的な課題も活用している。そのためにも，教師たちは一人の人として，個々の生徒たちと日々関係を築くことで，創造的な環境をより良いものにしようと努力している。
